
基盤研究支援センター 年報 2019 

１．概要 

基盤研究支援センターは、学内共同教育研究施設として遺伝子実験、動物実験、機器分析及

び放射性同位元素実験における教育、研究活動の推進、研究基盤の整備や地域イノベーション

創出などの産学連携活動に取り組んでいます。信州大学の生命科学や環境、物性科学の各分野

が連携することで、より高度な実験を安全かつ効率的に実施できる環境を整えるとともに、総合的

な教育研究支援のできる人材育成と教育研究の向上を目指しています。 

 

2．推進体制 

基盤研究支援センターは、信州大学における遺伝子組換え実験、動物実験、放射性同位元素

実験などの実験計画書の審議、法令、安全指針に基づく安全教育、管理ならびに研究の支援を

行なう「遺伝子実験支援部門」、「動物実験支援部門」、「RI 実験支援部門」の３部門、共同利用機

器の整備、運用に関するマネージメント、分析機器の学内外の共同利用の推進及び分析機器を

用いた研究支援を行なう「機器分析支援部門」、本学の機器の整備計画や効率的な運用業務を

立案等をする「研究設備サポート推進室」から構成されています。 

 

 

 

【委員会】 

基盤研究支援センター運営委員会 

 委員長  中村 宗一郎 基盤研究支援センター長（事務取扱） 

 委 員  林田 信明 遺伝子実験支援部門長（副センター長） 

松村 英生  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   植村 健  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員  

   小笠原 寛 遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

樋口 京一 動物実験支援部門長 

山中 仁木 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 



吉沢 隆浩 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

古庄 知己 機器分析支援部門長 

中田 勉  機器分析支援部門主担当学術研究院教員 

橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

森脇 洋  機器分析支援部門上田分室長 

竹下 敏一 RI実験支援部門長 

廣田 昌大 RI実験支援部門主担当学術研究院教員 

中村 美紀子 研究設備サポート推進室長 

石橋 英二 研究推進部長 

南 博徳  財務部長 

南保 政弘 環境施設部長 

 

遺伝子実験支援部門運営委員会 

 委員長  林田 信明 遺伝子実験支援部門長 

 委 員  松村 英生  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   小笠原 寛 遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   植村 健  遺伝子実験支援部門主担当学術研究院教員 

   大月 克幸 繊維学部副学長（事務担当） 

   坂口 雅彦 教育学部 

田渕 克彦 医学部 

   片岡 正和 工学部 

   竹野 誠記 農学部 

   海老沼 宏安 繊維学部 

 

動物実験委員会 

委員長（医学系） 樋口 京一 動物実験支援部門長  

副委員長（医学系）山中 仁木 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

委員（医学系） 吉沢 隆浩 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

  松本 清司 動物実験支援部門（特任） 

  藤井 千文 バイオメディカル研究所 

  中村 幸男 医学部附属病院 

  今村 哲也 医学部 

  森 政之  バイオメディカル研究所 

  高橋 知音 教育学部 

  高島 誠司 繊維学部 



  石橋 英二 研究推進部 

委員長（農学系） 藤田 智之 農学部 

副委員長（農学系）濱野 光市 農学部 

委員（農学系） 平松 浩二 農学部 

  河原 岳志 農学部 

米倉 真一 農学部 

高木 優二 農学部 

上村 佳奈 農学部 

上野 豊  農学部 

渡邉 圀光 農学部 

 

動物実験支援部門会議 

委員  樋口 京一 動物実験支援部門長  

  柴 祐司  バイオメディカル研究所 

  寺田 信生 医学部保健学科 

濱野 光市 農学部 

松本 清司 動物実験支援部門（特任） 

山中 仁木 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

吉沢 隆浩 動物実験支援部門主担当学術研究院教員 

  高木 雅哉 医学部 

   南 博徳  財務部長 

石橋 英二 研究推進部長 

   南保 政弘 環境施設部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

機器分析支援部門会議 

 委員長  古庄 知己 機器分析支援部門長 

委 員  橋本 佳男 機器分析支援部門長野（工学）分室長 

  森脇 洋  機器分析支援部門上田分室長 

  下里 剛士 機器分析支援部門伊那分室長 

  高瀬 弘樹 人文学部 

  坂口 雅彦 教育学部 

   増原 宏明 経済学部 

   朴 虎東  理学部 

   太田 哲  理学部 

   滝 伸介  医学部 



   寺田 信生 医学部 

   中田 勉  機器分析支援部門専任教員 

小田 あゆみ 機器分析支援部門伊那分室専任教員 

   大塚 勉  全学教育機構 

   中村 美紀子 設備サポート推進室 

   石橋 英二 研究推進部長 

   南 博徳  財務部長 

   南保 政弘 環境施設部長 

   大竹 博昭 医学部事務部長 

 

放射性安全管理等委員会 

委員長  中村 宗一郎 理事（研究、産学官・社会連携担当） 

委 員  神原 浩  教育学部 

  天児 寧  理学部 

  市野 隆雄 理学部 

  廣田 昌大 放射性同位元素利用部門 

  鈴木 佳代 機器分析支援部門 

  梶田 昌史 工学部 

  河原 岳志 農学部 

  林田 信明 遺伝子実験支援部門長 

  下坂 誠  繊維学部 

  藤永 康成 医学部附属病院 

  森田 洋  健康安全センター長 

   石橋 英二 研究推進部長 

南保 政弘 環境施設部長 

 

 

活動状況 

【登録状況】 

 

（１） 施設利用登録者数 

部局 遺伝子 動物 機器分析 RI 

 上田 松本  伊那 上田 長野 松本  

教育、教育学研究科 0 0 0 0 0 22 0 0 

理、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 1 3 1 0 1 26 1 



医、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 14 464 0 1 2 235 2 

工、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
2 0 0 0 3 527 9 0 

農、総合理工学研究科、

総合医理工学研究科 
0 4 125 128 0 2 33 0 

繊維、総合理工学研究

科、総合医理工学研究科 
138 0 21 1 64 29 46 0 

全学教育機構 0 0 0 0 0 0 0 4 

その他（学内） 0 0 0 0 0 0 52 0 

信州大学以外 14 2 0 0 10 0 36 0 

計 154 21 613 127 78 583 437 7 

 

 

【施設・機器利用状況】 

 

（１） 入館者数 （延べ人数） 

 動物実験施設（松本）  24,364名 

 放射線管理区域内   1,656名 

 

（2） 動物実験計画書申請件数 

部局 新規 変更 軽微変更 継続 計 

理学部 0 0 １ 1 2 

医学部 54 5 34 107 200 

医学部附属病院 9 0 11 20 40 

バイオメディカル研究所 22 0 27 24 73 

農、総合理工学研究科、総合医理工学研究科 25 1 12 47 85 

繊維、総合理工学研究科、総合医理工学研究科 14 2 0 5 21 

基盤研究支援センター 6 0 8 17 31 

計 130 8 93 221 452 

 

（3） 機器利用状況 

遺伝子実験支援部門 

施設・機器 使用状況 単位 

ＤＮＡシークエンサー ABI3130 111 ラン数 



次世代 DNAシークエンサー(MiSeq) 8 ラン数 

バイオイメージングアナライザ 121 回 

電気泳動像解析装置 1027 回 

微分干渉蛍光顕微鏡 289.2 時間ｈ 

蛍光実体顕微鏡 6.8 時間ｈ 

超遠心機 77 回 

マイクロプレートリーダー 28.5 時間ｈ 

ＨＰＬＣ * 回 

分光光度計 14 回 

微量分光光度計 256 回 

超音波破砕機 0.05 時間 h 

サーマルサイクラー 3 回 

ジーンパルサー 2 回 

SPMプローブ顕微鏡 * 時間ｈ 

共焦点レーザー顕微鏡 448.6 時間ｈ 

超純水装置 arium mini plus 761.5 L 

*：機器の修繕、調整を行っていたため集計せず。 

 

機器分析支援部門 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

分析透過型電子顕微鏡 JEM-2100F(HT)  295 52 

汎用透過型電子顕微鏡 JEM-1400(HC)  558 272 

分析走査型電子顕微鏡日本電子 JSM-7600F  414 97 

低真空走査型電子顕微鏡 JSM-6510LV  57 19 

高速共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 7 LIVE  237 93 

共焦点レーザー顕微鏡 Zeiss LSM 880  210 115 

共焦点レーザー顕微鏡 Leica TCS SP8  261 115 

組織切片数値解析システム Vectra3 265 127 

セルソーターBD FACSAria III  588 98 

セルソーターBD FACSAria IIu  416 72 

細胞自動解析装置 BD FACSCanto II  652 381 

細胞自動解析装置 BD FACSCalibur  54 41 

細胞自動解析装置 BD FACSCelesta 339 214 

定量 PCR 装置 ABI Step One Plus  686 350 

MALDI-TOF 質量分析装置 AB SCIEX TOF/TOF 247 76 
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タンパク質相互作用解析装置 GE BIACORE T200  37 9 

精密粒度分布測定装置 Beckman Multisizer 4  50 17 

多機能マイクロプレートリーダー DS Power Scan 4  14 22 

レーザーマイクロダイセクション装置 Zeiss PALM  46 31 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

透過電子顕微鏡 192 80 

高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置 540 1354 

高分解能二重収束質量分析計 108 39 

デジタル旋光計 12 21 

フーリエ変換赤外線分光装置 28 112 

全自動細胞解析装置 162 169 

液体クロマトグラフ質量分析計 291 46 

超遠心分離機 187 88 

近赤外分光装置 MPA 680 3 

原子吸光光度計 2 4 

共焦点レーザー顕微鏡 FV1000-D 505 229 

共焦点レーザー顕微鏡 TCS SP2 87 37 

KS400アキシビジョン 24 41 

超純水製造装置 419 158 

ルミノ・イメージアナライザー 973 366 

FACS解析ソフト FlowJo 176 106 

リアルタイム PCR装置 274 243 

次世代シーケンサー 3 2 

精密回転式ミクロトーム 68 19 

 

機器分析支援部門 上田分室 

施設・機器 回数・時間・容量 使用人数（延べ） 

赤外分光光度計・赤外顕微鏡 197 108 

ガスクロマトグラフ質量分析計 107 12 

CCD カメラ付偏光顕微鏡 132 39 

DNAシーケンサー 112 100 

DNAシーケンサー解析ソフトウエア 16 17 



EDS（エネルギー分散形元素分析装置） 310 294 

LCMS(液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析) 143 39 

μEDX(ｴﾈﾙｷﾞｰ分散型微小部蛍光 X線分析装置) 59 29 

ガスクロマトグラフィ GC-2014 340 30 

スパッタ装置 JFC-1600 755 598 

ハンディ 3D スキャナ 141 37 

ラマン分光光度計 123 75 

レーザ加工システム 6 3 

ワイヤーカット放電加工機 70 24 

空間電荷計測装置 244 54 

実体顕微鏡 27 35 

走査電子顕微鏡 JSEM-6010LA 1045 725 

抵抗率計 11 14 

透過型電子顕微鏡 JEM-2100 253 69 

凍結乾燥機 FD-1000 1464 82 

超純粋製造装置MiliQ水 22 29 

HPLC 110 14 

卓上半自動研磨機 3 1 

 

機器分析支援部門 長野分室 

施設・機器 使用回数・時間 使用人数（延べ） 

電子プローブマイクロアナライザーEPMA1610 637 151 

走査型電子顕微鏡 FE-SEM JSM-7000F 2,012 817 

集束イオンビーム装置 SMI2050 27 9 

透過型電子顕微鏡 JEM-2010 78 36 

走査型透過電子顕微鏡 STEM HD2300A 279 119 

多目的 X 線回折装置 1,041 457 

微小領域 X 線回折装置 IP-XRD 59 11 

蒸気・窒素吸着装置 384 64 

三次元測定装置 30 12 

核磁気共鳴測定装置NMR 300MHz 257 1,099 

核磁気共鳴測定装置 NMR 500MHz 498 90 

単結晶 X 線構造解析装置 7 7 

液体クロマトグラフ/飛行時間型質量分析装置 109 51 

GC-MS 76 3 



イオンミリング装置 IM 1,036 238 

卓上型走査電子顕微鏡 TM1000 99 59 

(低真空)走査電子顕微鏡 FlexSEM 889 550 

 

（4） 受託研究支援 

動物実験支援部門 

支援業務 件数 

胚操作 （クリーニング） 1 

個体復元 2 

胚操作 （胚凍結、融解） 3 

精巣上体尾部採取 1 

遺伝子改変動物作製（CRISPR/cas9） 7 

 

機器分析支援部門 

支援業務 件数 サンプル数 

光顕試料作製 パラフィン包埋・HE染色・未染色 421 17,152 

電顕試料作製 包埋・光顕（TB）標本・超薄切 59 236 

DNAシークエンス 509 14,495 

プロテオミクス解析 26 173 

セルソータ セットアップ・シャットダウン 162 - 

 

機器分析支援部門 伊那分室 

支援業務 件数 サンプル数 

質量分析受託測定業務 29 108 

 

機器分析支援部門 上田分室 

支援業務 学内件数 学外件数 

LC/MS 分析相談 3 2 

GC 技術相談  12 0 

GCMS 技術相談 7 3 

EDX講習 5 3 

空間電荷測定装置講習 4 1 

抵抗率計講習 3 0 

凍結乾燥機操作講習 3 0 

ワイヤーカット放電加工 20 0 



ハンディ３Dスキャナ操作講習 3 0 

装置講習（TEM） 6 0 

装置講習（SEM, EDS） 38 3 

装置講習、試料作製、データ解析（ラマン分光光度計） 11 1 

装置講習、技術相談（顕微 IR） 16 2 

装置講習（その他） 20 2 

技術相談 20 5 

共同実験室利用講習 3 0 

 

機器分析支援部門 長野分室 

支援業務 件数 サンプル数 

電顕(TEM)試料作製、観察、分析  31 94 

電顕(SEM)関連試料作製、観察、分析 75 133 

XRD関連試料調製、測定 15 23 

 

（５） 実験動物購入（導入）数、飼育数、及び犠牲動物数 

動物実験支援部門（松本） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 3,384 12,003 41,441 

ラット 1,206 399 1,906 

モルモット 38 13 28 

ウサギ 46 9 43 

ヘビ 0 3 0 

カエル 0 0 30 

 

（伊那） 

動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 868 899 2,407 

ラット 329 60 345 

ヒツジ 35 35 35 

ニホンジカ 4 4  

ニワトリ 129 329 129 

ウズラ 0 20 12 

 

（上田） 



動物種 購入（導入数） 飼育数 犠牲動物数 

マウス 364 757 1580 

ラット 23 77 219 

 

（６）アイソトープ年間使用数量および保管数量 

非密封核種 受入数量 使用数量 保管数量 廃棄数量 

125I 137.2 MBq 99.2 MBq 38.0 MBq 99.2 MBq 

14C 0.204 MBq 0 MBq 0 MBq 0.204 MBq 

計 137.404 MBq 99.2 MBq 38.0 MBq 99.404 MBq 

 

 

【利用者のための講習会】 

動物実験支援部門（松本） 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 4月 1日 動物実験初回講習会 1 

 4月 9日 動物実験初回講習会 23 

 4月 12日 動物実験初回講習会 11 

 4月 23日 動物実験再講習会 39 

 
5月 7-8日 

動物実験初回講習会（医学部医学科3年次自主研究演

習対象） 
44 

 5月 10日 動物実験初回講習会 3 

 5月 22日 動物実験再講習会 24 

 5月 28日 SPF 区域利用講習会 2 

 6月 14日 動物実験初回講習会 2 

 6月 24日 動物実験再講習会 19 

 6月 26日 動物実験再講習会 9 

 7月 23日 動物実験再講習会 9 

 8月 1日 動物実験初回講習会 3 

 8月 1日 SPF 区域利用講習会 1 

 8月 21日 動物実験再講習会 13 

 8月 22日 感染実験区域利用講習会 1 

 9月 20日 動物実験再講習会 2 

 10月 9日 SPF 区域利用講習会 1 

 10月 11日 動物実験初回講習会 1 

 10月 17日 SPF 区域利用講習会 1 



 10月 21日 動物実験再講習会 8 

 11月 6日 動物実験初回講習会 1 

 11月 7日 動物実験初回講習会 9 

 11月 8日 動物実験初回講習会 1 

 11月 22日 動物実験再講習会 10 

 11月 27日 SPF 区域利用講習会 1 

 12月 6日 動物実験初回講習会 3 

 12月 18日 動物実験再講習会 5 

2020年 1月 10日 動物実験初回講習会 4 

 1月 20日 動物実験初回講習会 8 

 2月 5日 動物実験初回講習会 7 

 2月 6日 動物実験初回講習会 1 

 2月 18日 動物実験再講習会 12 

 2月 26日 SPF 区域利用講習会 3 

 3月 17日 動物実験初回講習会 1 

 3月 23日 動物実験再講習会 1 

 3月 25日 動物実験再講習会 28 

動物実験施設利用講習会の主な内容 

１．実験動物、動物実験に関係する法令、学内規定（動物倫理ほか） 

２．動物実験計画書作成方法 

３．実験動物の飼養方法および注意点 

４．動物実験の実施方法および注意点 

５．動物実験施設利用の方法 

 

伊那キャンパス（農学部） 

 教育訓練 （再講習、施設利用講習会を含む） 12回 77名 

 

遺伝子実験支援部門 

上田キャンパス 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 4月 4日 施設利用ガイダンス 52 

 

4月 10日 

繊維学部応用生物科学系セミナー（共催） 「イネの基

礎研究から応用展開へ」 講師: 芦苅 基行 先生 （名

古屋大学 生物機能開発利用研究センター） 
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 5月 21日 伊那農業高等学校 施設見学 37 



 6月 20日 定期 RI再教育訓練 56 

 9月 25日 屋代高等学校附属中学校 施設見学 86 

 

12月 19日 

繊維学部応用生物科学系セミナー（共催） 「ワイルドは

セクシーである～Vigna 属野生種の多様性と可能性」 

講師: 内藤 健 先生 （農業・食品産業技術総合研究

機構 遺伝資源センター） 

60 

2020年 1月 21日 共焦点レーザー顕微鏡利用講習会 2 

 2月 22日 日本ワインブドウ栽培協会 施設見学 10 

 2月 6-7日 放射線利用に関する法令講習会 89 

  遺伝子組換え実験等安全講習会 e-learning  745 

施設利用ガイダンス 

・施設、機器利用の注意点、安全教育 

定期 RI教育訓練、放射線利用に関する法令講習会の主な内容 

・放射線基礎知識、人体に与える影響、安全取扱い、法令、予防規定 

 

機器分析支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 5月 16日 第 9回機器分析基礎セミナー 25 

 
5月 17日 

リアルタイムPCRシステムQuantStudio3利用説明会 「リ

アルタイム PCR 基礎と応用」 
49 

 
7月 11日 

第 72回機器分析技術講習会 「シングルセル RNA-seq

解析がもたらす新たな知見」  
25 

 10月 17日 FCM解析個別相談会 4 

 
10月 17日 

第 11 回機器分析基礎セミナー 「タンパク質電気泳動

＆ウエスタンブロットの基礎」 
56 

 
11月 21日 

第 12 回機器分析基礎セミナー 「光学顕微鏡の基礎知

識ちデジタルイメージングについて」  
30 

2020年 1月 17日 化学発光検出装置 ChemiDocTouch利用説明会 32 

 1月 23日 細胞外フラックスアナライザーXFｐ利用説明会 29 

 
2月 13日 

第１３回機器分析基礎セミナー「MALDI-MSの基本原理

と活用法」 
26 

 

機器分析支援部門伊那分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 4月 10-12日 次世代シーケンサートレーニング 6 



 4月 26日 プレートリーダー（抗酸化能測定）説明会 5 

 6月 14日 共焦点レーザー顕微鏡個別講習会 3 

 6月 17-21日 高分解能二重収束質量分析計講習会 1 

 7月 10日 透過型電子顕微鏡講習会 4 

 9月 4日 Biacore x100 講習会 4 

 
11月 13日 

蛍光顕微鏡 Leicaサンダーシステムのデモンストレーショ

ン・試料観察 
3 

 11 月 27-29 日 高分解能二重収束質量分析計講習会 2 2 

 12月 3日 プロテインシーケンサーセミナー 2 

 

機器分析支援部門上田分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 5月 14日 赤外分光光度計、赤外顕微鏡の利用説明会 83 

 7月 8-10日 透過型電子顕微鏡 JEM-2100定期講習会 57 

 7月 10日 透過型電子顕微鏡 座学講習会 42 

 9月 10日 ラマン分光光度計メーカー講習会 23 

 

機器分析支援部門長野分室 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 4月 17日 第 1 回共同利用機器ガイダンス，技術相談会，機器見学 52 

 4月 17日 第 2 回共同利用機器ガイダンス，技術相談会，機器見学 16 

 4月 22日 第 1回 SEM体験会 13 

 4月 24日 第 2回 SEM体験会 46 

 5月 20日 第 1回 SEM/XRD基礎講座 25 

 5月 22日 第 2回 SEM/XRD基礎講座 29 

 9月 19日 断面 SEM試料作製ワークショップ 6 

 

RI実験支援部門 

開催日 講習会・セミナー名 受講者数 

2019年 

4月 23日 

工学部における放射線業務従事者教育訓練 

（新規、継続従事者に対する人体影響、関連法令、安全

取扱いの一部を担当） 

35 

 8月 31日 放射線業務従事者教育訓練（継続） 7 

 随時 一時立入者向け教育訓練 50 

１．新規従事者に対する教育訓練の内容 



・ 放射線の人体に与える影響 

・ 放射線同位元素の安全取り扱い 

・ 放射線障害防止法及び関連法令 

・ 放射線障害予防規定 

２．継続従事者に対する教育訓練の内容 

・ センター名称変更に伴う事業所名変更、電離放射線健康診断、管理区域における注意事項

について 

３．一時立入者に対する 

・ 放射線管理区域における注意事項 

 

 

【施設維持管理】 

動物実験支援部門 

微生物モニタリング検査 

SPF 区域（１７項目） 4回実施 結果いずれも陰性 

普通区域（4項目） 4回実施 結果いずれも陰性 

新規導入動物検疫検査 

  SPF 区域  2系統 結果いずれも陰性 

普通区域 14系統 結果いずれも陰性 

 

遺伝子実験支援部門 

上田キャンパス 

実施日 内容 

2019年 9月 12日 インキュベータ HERACELL150の修理 

11月 7日～2月 28 植物栽培室空調の修理 

2020年 1月 15日 ワークステーション CVR-RT 3970XAS 3 A1TTNVMの設置 

1月 20日 RIオートマチックヨウ素モニタの修理 

2月 6日 RIオートマチックヨウ素モニタの修理 

3月 6日 恒温振とう培養器トーマスの修理 

 

機器分析支援部門 

実施日 内容 

2019年 12月 26日 マルチイメージャーChemiDoc Touch導入 



2020年 2月 5日 FACS用ワークステーションをWindows10対応 

 

機器分析支援部門伊那分室 

実施日 内容 

2019年 4月 22日 パラフィン溶融器・伸展器導入 

4月 25日 プロテインシーケンサーフラクションコレクターリコール 

5月 21日 バイオシェーカー導入 

6月 26日 FACS Calibur修理 

8月 22日 分子間相互作用解析装置移設 

9月 10日 オリンパス共焦点レーザー顕微鏡修理 

9月 18日 フーリエ変換赤外分光光度計 PC更新 

9月 24日 オリンパス共焦点レーザー顕微鏡修理 

11月 6日 ヒュームフード設置 

11月 13日 次世代シーケンサー ヘルスチェック 

11月 29日 超純粋製造装置基盤修理 

2020年 2月 25日 高分解能二重収束質量分析計（JMS700）修理 

3月 17日 原子吸光光度計メンテナンス 

 

機器分析支援部門上田分室 

実施日 内容 

2019年 5月 8日 ラマン分光光度計 Halolab5000レーザー交換 

6月 12日 DNAシーケンサーキャリブレーションサービスによる整備点検 

6月 18日 
走査電子顕微鏡 JSM-6010LA付属オートファインコーターJFC-1600 

修理 

7月 10日 透過型電子顕微鏡 JEM-2100整備点検 

10月 16日 ラマン分光光度計 Halolab5000ノッチフィルター交換 

11月 8日 走査電子顕微鏡 JSM-6010LA定期点検 

11月 20日 空間電荷測定装置修理 

12月 3日 ガスクロマトグラフィ GC-2014修理 



2020年 2月 20日 走査電子顕微鏡 JSM-6010LA付属 EDS修理 

 

機器分析支援部門長野分室 

実施日 内容 

2019年 7月 18日 FE-SEM（JSM-7000F）EBSD 装置 PC更新 

7月 23日 FE-SEM（JSM-7000F）点検整備 

8月 5日 FE-SEM(S-4100)点検整備 

9月 17日 FE-SEM(SU8000)点検整備 

11月 29日 EPMA CEBIXチップ交換 

12月 24日 FE-SEM（JSM-7000F）修理 

12月 25日 EPMA点検整備 

2020年 2月 7日 液体窒素点検整備 

2月 27日 オートグラフロードセルセット整備 

3月 6日 吸着装置修理及び昇降機交換作業 

3月 6日 多目的 XRD制御 PC 更新、管球交換、点検整備 

3月 11日 FE-SEM（JSM-7000F）電源修理 

3月 25日 イオンミリング断面ホルダー交換 

 

RI実験支援部門 

実施日 内容 

2019年 6月 17-18日 

 

第 1 回法定施設点検（信州大学基盤研究支援センター放射線障害予

防規程第 23条） 

11月 6日 
臨時法定施設点検*（信州大学基盤研究支援センター放射線障害予

防規程第 23条） 

12月 26-27日 
第 2 回法定施設点検（信州大学基盤研究支援センター放射線障害予

防規程第 23条） 

*2019年 10月 8日の漏水事案を受けて実施。2020年 3月 27日に制御盤を更新。 

（１）被ばく・線量測定 

外部被ばく （測定：ガラスバッジ, 評価者：千代田テクノル） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

従事者数（人） 7 7 7 6 7 8 7 8 6 6 6 5 80 



(内)女性 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 35 

被ばく線量(mSv) X X X X X X X X X X X X X 

X: 検出限界未満（有意な被ばくなし） 

 

内部被ばく （測定：使用数量より算定, 評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 計 

対象者数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

被ばく線量(mSv) - - - - - - - - - - * - * 

*: 0.1 mSv未満（有意な被ばくなし） 

 

作業環境測定 （測定：吸引捕集後、液体・フィルタ試料を測定（空気中濃度）・NaI シンチレーショ

ンサーベイメータ（空間線量）・拭き取り採取後、濾紙試料を測定（表面汚染密度），評価者：大和

アトミックエンジニアリング） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

空気中濃度測定 * * * * * * * * * * * * 

空間線量率測定 * * * * * * * * * * * * 

表面汚染密度測定 * * * * * * * * * * * * 

*: 異常なし（法定限度未満） 

 

排気濃度測定 （測定：βガスモニタ（3H、51Cr）・γガスモニタ（131I），評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 

３H * * * * * * * * * * * * 

125I * * * * * * * * * * * * 

*: 異常なし（法定限度未満） 

 

排水濃度測定 （測定：β水モニタ・γ水モニタ，評価者：放射線取扱主任者） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 2 3 合計 

測定・排水回数 1 0 0 4 5 5 2 1 2 1 1 2 24 

測定結果 * — — * * * * * * * * * * 

排水量 [m3] 7 — — 39 53.5 41.5 17 7 20.5 8 11.5 30.0 235 

*: 法定濃度限度未満（無希釈にて排水可能であることを確認） 

 

放射性廃棄物の保管・引渡状況 （対応者：放射線取扱主任者） 

種類 可燃 難燃 不燃 非圧縮 無機液体 有機液体 ﾌｨﾙﾀｰ その他 

保管量（期首：L） 50 100 50 50 25 25 0 25 



引渡量（L） 50 50 50 0 25 0 0 0 

保管量（期末：L） 50 50 50 50 25 25 0 25 

 

 

【教育活動】 

学内教育活動 

氏名 対象 授業、内容等 

山中 仁木 医学部保健学科 実験動物の感染症、人獣共通感染症 

吉沢 隆浩 医学部保健学科 実験動物学、実験動物・動物実験の概要、

愛護、倫理、法令、動物実験の実例（トランス

レーショナルリサーチ）」 

吉沢 隆浩 農学部 アニマルウェルフェア科学 実験動物・動物

実験の概要、愛護、倫理、法令、動物実験

の実例（トランスレーショナルリサーチ）」 

吉沢 隆浩 大学院総合医理工学研究

科（博士課程） 

医学系研究遂行特論、動物実験を行う際の

注意点 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 ゲノム生物学 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 遺伝子解析技術論 分担（遺伝子組換え生

物取扱の法的ルール、ゲノム編集、突然変

異体の利用などを分担） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 バイオインフォマティクス 分担（コマンドライ

ンを利用した DNAデータ解析などを分担） 

松村 英生 繊維学部応用生物科学系 情報科学演習 分担（エクセルを用いた表計

算の利用方法などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 遺伝子解析技術論 分担（遺伝子発現解

析、タンパク質間相互作用解析などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 バイオインフォマティクス 分担（データベー

スを利用した相同性解析などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 情報科学演習 分担（パワーポイントを用い

たスライド作成、実践的なプレゼンテーション

のコツ、プレゼンテーション演習などを分担） 

小笠原 寛 繊維学部応用生物科学系 応用生物科学実験 I 分担（遺伝子組換え実

験） 

植村 健 全学教育機構 共通教育科目 生体のしくみ 分担 

植村 健 大学院総合医理工学研究

科 

生体応答学特論 分担 



植村 健 大学院総合医理工学研究

科 

生化学・分子生物学研究方法特論  分担 

（カルタヘナ法、遺伝子組換え実験を行う際

の手続きについて） 

中田 勉 信州大学全学教育機構 共通教育科目 生体のしくみ 分担 

山上朋彦，菊地理

佳, 南澤比佳理 

工学部物質化学科 物理化学実験(表面，電子顕微鏡，元素分

析) 

廣田 昌大 医学部保健学科検査技術

科学専攻 

RI検査学 分担 

（放射能と半減期、法令、安全取扱いに関す

る部分担当） 

廣田 昌大 理学部 放射線安全実習（施設見学、放射線測定器

の取扱い） 

廣田 昌大 共通教育（全学教育機構） 放射線とリスク（暮らしの中の放射線、放射線

と健康ほか） 

 

学外教育活動 

氏名 対象 授業、内容等 

中村 美紀子 山口大学工学部応用化学

科 

微生物学 分担 

中村 美紀子 山口大学工学部応用化学

科 

遺伝子工学 分担 

 

【社会活動】 

各種委員会活動 

氏名 機関名 委員等 

松本 清司 内閣府食品安全員会 

農薬専門調査会 幹事会 

委員 

松本 清司 内閣府食品安全委員会 

農薬専門調査会 

第二部会 

座長 

松本 清司 国立大学法人動物実験施

設協議会 

動物実験に関する外部検証事業 専門委員 

山中 仁木 国立大学法人動物実験施

設協議会 

バイオセーフティ委員会 委員 

中型動物委員会 委員 

調査委員会 委員 

山中 仁木 日本実験動物学会 評議員 

実験動物感染症対策委員会 委員 



山中 仁木 日本獣医学会 評議委員 

山中 仁木 日本実験動物医学会 前島賞選考委員会 委員 

山中 仁木 日本実験動物医学専門医

協会 

試験問題作成委員会 委員長 

山中 仁木 信州実験動物研究会 幹事 

山中 仁木 九州実験動物研究会 評議員 

山内半田賞選考委員会 委員 

吉沢 隆浩 日本実験動物学会 編集委員会 委員 

吉沢 隆浩 信州実験動物研究会 幹事 

松村 英生 全国大学遺伝研究支援施

設連絡協議会 

広報委員 

下里 剛士 日本乳酸菌学会 評議員 

下里 剛士 北信越畜産学会 評議員 

下里 剛士 日本酪農科学会 評議員 

廣田 昌大 日本アイソトープ協会 放射線安全取扱部会広報専門委員会委員 

廣田 昌大 日本放射線安全管理学会 教育訓練検討委員会 

 

研修会、公開講座、出前講義、講演等 

氏名 場所 内容等 

山中 仁木 株式会社カネカ バイオテ

クノロジー研究所 

動物実験に関する講習会 「動物実験におけ

る漫然を意識的に」 

松村 英生 

小笠原 寛 

遺伝子実験支援部門 長野県諏訪陵高校生徒に対し遺伝子操作体

験実習の指導 

植村 健 全学教育研究機構 市民開放授業 共通教育科目 「生体のしく

み」 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

機器分析支援部門上田分

室 

屋代高等学校附属中学校生徒に対し機器操

作体験実習の指導 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

機器分析支援部門上田分

室 

屋代高等学校生徒に対し機器操作体験実習

の指導 

伊藤 隆 

宇佐美 満理子 

上田創造館 ふしぎ・なるほど・おもしろサイエンス 実験講

師 

廣田 昌大 （公社）日本アイソトープ協

会 

放射線取扱主任者試験講習（物理）講師 

廣田 昌大 （株）青森原燃テクノロジー

センター 

放射線取扱主任者試験講習（物理）講師 



廣田 昌大 （一社）日本原子力文化財団

（長野県松本県ヶ丘高校、阿南高

校） 

放射線、エネルギーに関する出前講義 

 

 

【その他】 

動物実験支援部門 

動物実験小委員会開催回数 

医学系動物実験小委員会 53回 

農学系動物実験小委員会 18回 

 

委員会議事録等 

令和元年 動物実験委員会 

   日時： 令和 2年 3月 31日(火) 

   議事内容：1) 2019年活動報告 

    2) 2019年自己点検評価報告書（案） 

    3) 再講習会未受講の受講歴取扱いについて 

 4) 発がん物質等有害化学物質使用動物実験のガイドライン作成

について 

    5) 動物実験等実施規定の改正について 

 6) 実験計画 web 申請・審査システムの運用開始スケジュールにつ

いて 

 7） 2020年活動計画 

 8） その他（動物愛護管理法改正法（2020年施行予定）について） 

 

動物実験施設利用者会議 

日時： 令和 2年 メール審議 

  議事内容：1) 2019年度活動報告 

    2) 信州大学動物実験委員会（令和 2年 3月 31日）の報告 

    3) 再講習会未受講の受講歴取扱いについて   

    4) 動物愛護管理法 2019年改正法について 

    5) 感染実験区域の運用方法に変更について 

    8) その他 

・再講習会について 

・炭酸ガス安楽死装置の設置について 

・その他（B ウイルス感染症について、動物実験計画書の注意点に 



ついて、動物実験計画書審査日程、利用者会議メーリングリストに  

ついて 

 

動物実験支援部門会議 

日時： 令和 2年 9月 3日（木） 

議事内容： 1) 令和元年度活動報告案 

2) 令和元年度決算案 

3) 令和元年度事業計画案 

4) 令和元年度予算案 

5) 施設利用料金内規の一部改訂について 

6) その他（感染実験区域の運用方法変更について、炭酸ガス装 

置の設置について、支援部門 HP リニューアルについて） 

 

RI実験支援部門 

2019年 9月 1日に「放射性同位元素等の規制に関する法律」が改正されたことを受けて、同

法律に基づいて策定している「信州大学基盤研究支援センター放射線障害予防規定」の改訂

を行った。 

 

機器分析支援部門 

先端研究基盤共用促進事業（研究機器相互利用ネットワーク導入実証プログラム（SHARE））

に採択され、設備サポート推進室とともに、学内の機器共用化の促進、大学間との機器共同の

推進活動を行った。 

 

【センター利用による業績一覧】  

◇ 機器分析施設利用 ◆ 遺伝時実験施設利用  

〇 動物実験施設利用 ● RI実験施設利用 
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Association with c‐Raf. Chem Eur J 25(59): 13531-13536, 2019 ◇ 
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Kawabe Y, Ito T, Yoshida H, Moriwaki H : Glowing gold nanoparticle coating: Restoring the lost 

property from bulk gold, Nanoscale 11: 3786-3793, 2019 ◇ 
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Titanate Nanowire-Based Adsorbents for the Removal of Strontium Ions from Contaminated Water. 

ACS Appl. Nano Mater. 2: 6793-6797, 2019 ◇ 
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Forensic Sci Int 302: 109847, 2019 ◇ 
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composite nanofibers for sustained antibacterial properties. Mater Sci Eng C 105: 110077, 2019 ◇ 
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56(10): 10103 2019 ◆ 
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2019 ◆ 
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cushioning property of cellular fabric composites. Text Res J 89(18): 3692-3699, 2019◆ 

 

Mashima K, Hatano M, Suzuki H, Shimosaka M, Taguchi G : Identification and characterization of 

apigenin 6-C-glucosyltransferase involved in biosynthesis of isosaponarin in wasabi (Eutrema 

japonicum). Plant Cell Physiol 60(12): 2733-2743, 2019 ◆ 
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anephric rats. Nat Commun 10(1): 451, 2019 ◆ 
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effect of carboxylated ε-poly-L-lysine during vitrification of rat pancreatic islets.  Cryobiol 88: 

70-74, 2019 ◆ 
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